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「依存症回復支援における性差について」
特定非営利活動法人 栃木DARC

代表理事　栗坪千明

栃木DARC News Letter

栃木ダルクは全国でも数少ない男女支援の
施設です。しかしながら男女の支援につい
ては全く別物と考えても良いと思います。
この23年の支援の中で私なりに感じた支援
の性差を今回はお伝えしたいと思います。
依存症支援においては、性差の視点を取
り入れることが重要です。性差とは単なる
男女の違いではなく、依存に至る背景や進
行の、回復プロセス、支援ニーズの違いと
して現れます。これらを理解することで、
より適切で効果的な支援が可能となりま
す。
まず、依存症の現れ方には違いが見られ
ます。男性の場合、アルコールやギャンブ
ル、薬物など外向きの行動として表れやす
く、社会的役割やストレス発散と強く結び
ついている傾向があります。一方、女性は
処方薬依存や過食嘔吐、自傷、対人関係へ
の依存など内向きの形で現れることが多
く、感情や心理的負担と密接に関連してい
ます。
次に背景要因についてですが、男性は仕
事や社会的責任によるプレッシャーや、孤
立の中で問題を抱えやすい傾向がありま
す。対して女性は、DVや性被害などのトラ
ウマ体験、育児や介護の負担、人間関係の
問題などが影響している場合が多く見られ
ます。そのため女性支援においては、トラ
ウマへの配慮が不可欠です。

支援へのつながり方にも違いがありま
す。男性は自ら支援を求めることが少な
く、問題を過小評価しがちであるため、動
機づけを高める関わりが求められます。女
性は支援につながるまでに時間がかかり、
来所時には問題が深刻化していることも少
なくありません。　回復のプロセスにおい
ては、男性は行動の変化や社会性の回復が
中心となる傾向があり、自助グループとの
親和性が高いと思います。一方女性は、感
情の整理や自己肯定感の回復、人間関係の
再構築が回復の鍵となります。
このように、依存症支援における性差は
支援方法を考える上で重要な手がかりとな
ります。ただし、性差はあくまで傾向であ
り、個人差が大きいことも忘れてはなりま
せん。支援者は性差を理解しつつも、目の
前の個人に焦点を当てた柔軟な支援を行う
ことが求められます。
したがって、依存症回復支援においては
画一的な対応ではなく、性差や背景を踏ま
えた個別的な支援の設計が重要であるとい
えます。まだまだ勉強することはたくさん
あります。やりがいのある仕事だとつくづ
く思います。

 Remission
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栃木DARCの事業
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受
けた形が多く、一般社会
に向けての特定非営利事
業と施設事業を行なって
います。
特定非営利事業は、一次
予防としての乱用防止、
二次予防の再乱用防止を
多く含み、施設事業は、
三次予防以降となる依存
症からの回復のための場
所とプログラムの提供を
行なっています。依存症
本人が誰かに薬物を勧め
ることで薬物問題が広が
るリスクを考えると、こ
れも乱用防止の一環であ
ると言えるでしょう。

2

日ごとに暖かさを感じる時期となりまし
たが、皆様におかれましてはいかがお過ご
しでしょうか。3rd Stage Centerでは通所を
含め、男女合わせて25名以上の方々が日々
プログラムに励んでおります。
さて今回は、昨年度作成し今年度より実

施しているプログラム「AT-Recovery」に
ついてご紹介いたします。AT-Recoveryは依
存症の背景にあるトラウマや対人関係に焦
点を当てたプログラムです（ A T＝
Addiction & Trauma）。このプログラムで
大切にしている視点があります。それは、
「トラウマは過去の出来事ではなく、今の
“人との関わり方”に影響している」という
考え方です。つらい体験は、「人は安全
か」「自分は大切にされる存在か」といっ
た対人関係の土台となる自尊心に影響を与
えます。自尊心が傷ついていると、他者の
何気ない言葉や態度に対して強い不安や警
戒心を抱いたり、人との距離感が極端に
なったりすることがあります。こうした“ズ
レ”は対人関係の中での傷つきやすさにつ
ながり、その孤独や心の傷を癒す手段とし
て依存行動と結びつくことも少なくありま
せん。AT-Recoveryでは、このような背景
に着目し、行動の修正だけでなく「なぜ、
その反応が起こるのか」という理解を深め
ることを重視しています。認知行動療法と
対人関係療法の手法を取り入れ、グループ
での対話や振り返りを通して、自身の感情
や対人パターンに気づき、安心できる関係
の中で新しい関わり方を体験していきま
す。この積み重ねが対人関係の再構築と依
存症からの回復の基盤作りにつながると考
えています。

ダルクで行う回復支援の根幹にあるの
は、「生きづらさを手放す」という考え方
です。これは単に依存対象をやめるだけで
なく、自分らしい生き方を再構築していく
ことを意味します。そして、生きづらさの
背景には、幼少期の逆境体験などトラウマ
と関連したものも少なくありません。AT-

Recoveryでは、過去の体験そのものを詳細
に扱うのではなく、「過去の体験は今の生
きづらさとどのようにつながっているの
か」という視点を大切にしています。実際
に実施したアンケート調査では、対象者の
約半数の方々が幼少期の逆境体験を有して
いました（n=53）。これはトラウマが“あ
る”ということではなく、トラウマになっ
てもおかしくない“体験をしている”という
解釈ですが、回復支援において背景要因に
目を向ける重要性を示唆するものと捉えて
います。現在は、AT-Recoveryの効果をよ
り客観的に検証するため、評価指標の整備
やデータの蓄積にも取り組んでいます。実
践と検証の両面からより良い支援の形を模
索していきたいと考えています。

AT-Recoveryは、「今の利用者に本当に
必要なプログラムを作りたい」という想い
から、募金活動を通じて実現したもので
す。ご協力いただいた皆様に、この場を借
りて御礼申し上げます。このプログラムを
通じて、回復を目指す方々が、人とつなが
りながら、自分らしく生きる“かたち”を見
つけていくこと、その一助となることを
願っております。

「安心に安心できるように」
3rd Stage Center
施設長　大吉　努
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3rd Stage
～社会復帰～

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。

こんにちは、薬物依存症のキキララで
す。
私は令和７年１１月に栃木ダルクに入
所しました。入所した理由は薬物依存症
過剰摂取です。理由は腰痛、椎間板ヘル
ニアです。
近所のペインクリニックで痛み止めを
処方されていました。ヘルニアの手術歴
は２回。さらに悪化し続けていました。
痛み止めでは効かず、自分で処方された
薬を倍量飲む日々が続き始めました。こ
れが３年前くらい。痛みもさらに増して
きてしまいました。処方薬の効果が徐々
に薄れてきてしまいました。そこからが
大変、毎月処方されている量では、全然
足りなくなり、通院間隔が短くなり、市
販薬にも手を出して、毎日薬局めぐり。
お金もどんどん飛んで行きました。しか
し、市販薬は所詮市販薬、そんなに強い
物は売っておらず、ありきたりの鎮痛剤
でしかありません。
そこで処方薬と同じものをと思う様に
なりはじめてしまい、とうとう輸入薬に
まで、手を出してしまいました。
輸入購入後からは、薬の量が一気に増
えはじめ、処方量の３倍から５倍を食べ
る様に飲む様になり、時々ふらつく事も
しばしば。
ところがある日、意識不明の重体に
陥ってしまいました。救急車で病院に運
ばれ、ICU治療室へ。二週間の入院後、
精神病院に転院し治療。薬物依存症の診
断となりました。
腰の痛みが辛く、徐々に薬のオーバー
ドーズに陥っていったのです。
約半年の治療後、再度同じ事をおこし
てしまいました。
これを２年間に４回も。
このままでは医師から、次回やったら
絶対命はないからね・・・・と一言。

ヘルニアの痛みは、脳がくせをついて
しまっている痛みの方が原因として考え
られると。ともかく依存症をまおさなけ
ればダメ！と医師から言われました。
医師の紹介でダルクの事をしりまし
た。家族もいろいろ調べてくれて、ダル
クにするべきとの意見。私はのる気は全
くなかったのですが、なかば強制的に入
所させられました。集団生活が苦手だっ
たのもあるけれど、愛着のある我が家を
離れたくなかったのです。
一度ダルクに入所しましたが一週間で
離脱、家に帰ってしまいました。そこに
はもぬけの空の家が待ちかまえていまし
た。家族とは連絡も取れず、妻からの一
言が。お父さんがキチンと治してくれる
までは、家族は誰も会いません。お父さ
んに死なれたら皆が悲しむだけだから頑
張ってきて欲しいと。家族全員、子供４
人、孫７人、そして母が悲しむ思いをさ
せないでほしいの事でした。そうおもっ
て考え直すしかありませんでした。
決心をして、施設へ戻ることにしまし
た。施設の皆さんは、とても親切で温か
く迎えてくれています。ここダルクな
ら、なんとかやっていける。と感じてき
ました。
入所してから5ヶ月ほど経ちますが、
家族の思いを絶対に叶える為に、そして
自分自身の為に、２度と同じ過ちを繰り
返さない為に、頑張って行きたいと思い
ます。

ガンバルぞーーー！！
終わり


「4度の命」

依存症のキキララ

3
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3sc
ウイメン
～女性～

3scウイメンは女性専用
の施設です。ファース
ト・セカンド・サードの
全過程を同じ場所で過ご
しながら、それぞれの回
復を進めていきます。女
性依存症者の多くは、そ
れまで生きてきた背景に
様々な問題を抱えていま
す。生きるための道具
だったアディクションを
手放していくとき、経験
を共有し合える仲間が小
さな安心感を積み重ねて
くれます。その安心感が
私たちを自己否定ではな
く自己受容という形に変
えてくれるのです。安全
を感じながら回復を進め
ていくことができる場所
とプログラムを提供する
と共に、自分を大切にす
る生き方を身につけてく
れるように願いながらサ
ポートを続けていきま
す。

「回復するために」

依存症のはーちゃん

初めまして。はーちゃんです。
これから書く内容に両親は驚くかもしれま
せんが許してください。　私がここに来た
経緯は覚醒剤取締法違反と麻薬及び向精神
薬取締法違反で逮捕され、約３ヶ月の拘束
生活を経て病院に保釈という形で入院にた
どり着き、執行猶予３年の実刑判決を受け
てDARCという施設に繋がりました。施設
に入所してから頭の中は「どうやって退寮す
るか」ということで頭がいっぱいでした。
初めての集団生活に慣れず施設に居る意味が
分からなかったため、２週間後逃げるよう
に入院しました。しかし私はそこで退寮し
たら生活保護を打ち切られるという現実を
つきつけられ絶望しました。実家に帰るこ
とも考えましたが、私は訳があって地元に
は帰れないので施設で頑張る決意をして約
３週間で退院しました。今となってはあの
時決意した私を褒めたいです。なぜなら、
３ヶ月が経つ今私がなぜここに居るのか理
解できたからです。　私は昔から依存体質で
した。中学で自傷行為に依存し、高校に入
り酒・大麻・市販薬・処方薬のODにハマる
と自傷行為が自殺未遂へと変わり、色んな
人に色んな迷惑をかけました。その中でも
一番傷つけたのは家族と親友でした。そし
て高校２年生で「アルコール依存症」と診
断されプログラムを受けました。　そのプ
ログラムは薬物も対象としていたのですが
まさか自分が薬物依存症になるなんて思って
もいませんでした。　私が薬と出会ったの
は高校の卒業直前でした。当時彼氏はいま
したが関わっていた異性がMDMAを持って
きていて一緒に使いすごくキマッたのを覚え
ています。それからコカインや覚醒剤にハマ
りました。私は高校卒業後簿記の学校に通
い始め、約１年間バイト、家族関係、彼

氏、交友関係、学校を両立し薬を使いなが
ら簿記２級と運転免許に合格しました。私
は公認会計士になるという夢があり学校に
通い始めたら薬は控えるようにと考えてい
ましたがそう上手くはいかず、薬にズブズブ
にハマっていきました。　使う頻度は月１～
週１に増え１回に使う量も普通の３、４倍
は当たり前になり、一番ひどかった時は叫
んでいないと意識が保てないほどの量を使っ
ていました。そして生活は崩れ何件も揉め
事が起こり、私はそのせいでバイト、彼
氏、友達、帰る家を失いました。その後は
風俗で稼ぎながらホテルを転々とし日常的
に薬を使う生活をしていたら一緒に薬を使っ
ていた男を探しに来た警察に遭遇し逮捕さ
れました。　私は日々のミーティングで過去
の話をすることで自分がどれだけ周りに迷
惑をかけてどれだけ危険な生活で死の淵を
走るような生き方をしていたか見えてきまし
た。最後まで見捨てないでいてくれたのは
家族だけでした。今まで迷惑の量は計り知
れません。回復して必ず埋め合わせをした
いと思っています。　私はやっと回復する決
意が出来ました。決意したからには必ずや
り抜きます。高校受験の時のように。ここ
には同じアディクトである心強い仲間がい
ます。日々欲求と戦う度に回復できるか不
安になりますが、焦らず、ゆっくり仲間と支
えあいながら頑張りたいと思っています。新
しい生き方ができるように必ず回復するの
で待っていてください。最後まで見ていただ
き。ありがとうございました。

3scウイメン
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1st Stage
～導入～

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。

アルコールと出会ったのは幼少期か
らでした。父がよく飲んでいたもの
で・・・・。
飲酒をするようになったのは14歳、中
学2年の冬頃でした。常習飲酒をする
様になったのは、18歳からです。
話は変わりますが、生まれは茨城県
古河市の古河病院で生まれました。18
歳まで茨城県猿島郡三和町大字駒込で
す。
大変自由にわがままに育ちました。し
かし、家庭内では虐待にあっていまし
た。幼い頃から殴られ、怒鳴られ、お
どされていました。犬は放し飼いで、
うさぎや鶏やネコ、やぎが居ました。
そんなあまり良くない環境で育った
私はどんどんアルコールにおぼれてい
くようになっていきました。
そんなアルコール漬けの日々を送って
いる中で22歳の時に強盗と傷害で逮捕
されてしまいました。
思えばその時もアルコールを飲んでい
て、すでにアルコールの影響が出てい
たのかもしれません。
この時は幸いな事に執行猶予判決にな
りました。しかしその後もアルコール
漬けの日々を送る事になっていきま
す。その後もアルコールでの傷害等で
計7回の懲役に行く事なってしまいま
す。
22歳の初逮捕から今まで成人してから
の半分以上を刑務所の中ですごしてき
た事になります。

思えば無駄な時間を過ごしてきたなと
思います。その時間をもっと家族と向
き合う時間や恋人、子供との日々を
もっと大切にしていくべきだったと心
から後悔しています。
その元凶の全てがアルコールだったわ
けではないですが、アルコール依存が
ベースにあったと思います。
アルコールで酔っていて判断力が低下
していたり感情のコントロールができ
ていなかった事が原因の事が多かった
と思います。
今さら後悔しても遅いことですが、

アルコールが原因で兄と両親とも疎遠
になってしまいました。
私を一番大切に思ってくれていた家族
を私はアルコールで傷つけ裏切ってき
てしまいました。
あの時は気づく事ができなかった家族
の大切さが今の私には身に染みて感じ
ています。
だから私は今、初めてアルコールを止
めようと思いダルクに入り今の生活を
送っています。
我慢の日々が続いていますが、いつか
家族に認めてもらえるように日々生活
しています。
あと何カ月、何年ダルクにいるかはわ
かりませんが、絶対に回復してまた、
家族との生活を取り戻してみせます。

「アルコールと私」

依存症のサカ
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プログラム紹介

スタッフの独り言
暖かい日が増えてきましたね。最近はAIの
進化があまりにも早く、「そのうち人よりAI
のほうが働いているんじゃないか」なんて話
も冗談に聞こえなくなってきました。
時代の変化に負けず、無理せずゆっくり生
きたいものですね。

秋葉

コン・ゲーム
コンゲーム（con-game)とは、信用詐欺という意味で
す。かつては薬物を使い続ける為に他人や自分自身を騙
す必要がありました。薬物の再使用に至る生活習慣や感
情の流れ、行動と思考パターンの見直しに目を向け、そ
れを変えていくにはどうしたら良いかをブレインストー
ミングやロールプレイング、
時には絵を描いたりして考
え、答えを導いていくプロ
グラムです。

エンパワメント・プログラム
エンカウンター・グループは心理学者のロジャース
が開発したグループカウンセリングの手法です。欧
米でも実践されている治療共同体エンカウンター・
グループをもとに日本で取り入れやすいよう工夫さ
れたものがエンパワメント・グループです。エンパ
ワメント・グループの特徴は、質問とフィードバッ
クです。相手に気づきを与える質問と、その人が気
付いていない肯定的な側面を伝えるフィードバック
が安全な環境の中で行われる事で、グループに参加
する一人ひとりに気づきと回復のための力がもたら
されます
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施設報告
1st(導入）12名　2sc(回復）24名　3sc(社会復帰）
13名　計49名で活動しております。
ステージ毎のプログラムを実施しております。

Stage up
・ジロー　Stage1～Stage2へ

Role Model
・タニ　キキララ　メンバー～サポートへ

3sc ウイメン
・セツ　Stage１～Stage２へ

4月にステップアップした仲間3 Stage System
の概要

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。
Stage１
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。
Stage２
①過去の整理②本質を探る
③欠点を取り除く④手放す
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。
Stage３
①行動の変化②実行し続ける
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。

4月の献金・献品

7

（献金）那須トラピスト修道院様
他匿名者5名

（献品）フードバンク宇都宮様
他匿名者6名

とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。
献品のお願い

・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用でき
るものがあればよろしくお願いします。
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あれば
よろしくお願いします。
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Community Farm
～農業～

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない
方も少なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)では、薬
物依存症以外にも社会復帰を目
指した際に問題（高齢である・
重複障害がある）を抱えたメン
バーがゆっくりと自分なりの回
復を深めて、それぞれの社会復
帰の形を探ってもらうための場
所です。他の男性施設とは違
い、テキストを使ったプログラ
ムも少なく、ステージ毎に居場
所を変える事もありません。
農作業やボランティアなどを活
動の中心にしています。金銭管理
や処方薬の管理、家族の再構築
など基本的な部分に時間をかけ
て丁寧に社会復帰の準備を行
なっています。

「現在の自分」

依存症のヒコ

昨今、原油ナフサ、電気、ガス、お米食
料品、食用油が高騰し社会生活していくの
も大変な御時勢ですね。皆様はどのように
生活なさって居られますか？五月のゴール
デンウィークはどうお過ごしだったでしょ
うか？
私は、2017年5月に岡本台病院を退院と
同時に栃木ＤＡＲＣ1ＳＣに繋がりまし
た。　　私の無力の力を認めるのに時間を
費やしました、それは、自分自身のアディ
クションに対しての否認の部分が強く作用
していたと思います。現在自分は、3月に那
須1ＳＣから那珂川ＣＦに移動しまして、
日々農作業を仲間と取り組んでおります。5
月に子茄子、10月に収穫終了、春菊10月定
植4月収穫終了、お米4月より9月稲刈り、
ジャガイモを4月から7月収穫,玉ねぎ11月
から6月収穫、スイカ5月から8月収穫、イ
チゴ4月から10月収穫終了、里芋4月から
10月収穫終了、にんにく10月から6月収穫
終了。農作業は早朝より作業開始ですが、
いろいろすることが多く先行く仲間達に指
導していただき日々切磋琢磨しています
が、体力がないと大変な作業が多いのです
が、仲間達と責任を持って取り組まないと
良い野菜は出来ませんので真剣に取り組ん
でおります。以前居た1ＳＣにてのプログラ
ムは座学でしたが、那珂川ＣＦでは毎日農
作業です。大変な部分も有りますが、仲間
と協力し合って作業をこなしております。
最近の自分は、一日一膳、何か思いつく
ことをしようと思い実践しています。「一
人で苦しまないこと」が特に大切だと思い
ます、今までの自分ですと欲求が入った時
点で葛藤することなく安易にスリップして
いたと思います。今後は自分自身、葛藤し
てもダメなら先行く仲間に相談しいくこと

が大切なので、スリップせず生活していき
たいです。その為にはＮＡ，ＡＡの12ス
テップを再度見直すことが大切だと思いま
す。自分の無力を認めて前向きにプログラ
ムに取り組み、真の回復を目指さないと再
発再使用に至るため、プログラムで勉強し
たコーピングスキルを活用できるようにな
るため、日々努力し日々の振り返り、仲間
への相談、自分の苦手なこと割腹していか
なければ施設生活が台無しになるかもしれ
ません。後から来た仲間が終了していく中
で取り残されていくのは自分として辛いで
すが、人間関係のトラブル、共依存、優柔
不断、飽きっぽい自分自身の至らない部分
を修正していかなくてはなりません。その
為にはプログラムにしっかり取り組んで仲
間を大切にして、自分の欠点も見直してい
き「逃げない事」自分が変わるためにプロ
グラムを大切にしていきたいと思います。
最近では、信頼関係を実に付けたいと考え
ていますが、自分で勝手に判断して物事を
進めようとしたり、ほったらかしてしまっ
たりと困ったから仲間に相談してみたり、
出来ないことや、分からないことをやって
失敗を沢山しつつ成長したいとか信頼関係
を実に付けたいと言っている割には間逆の
行動をとっている自分が居て本当に自分の
力では変われません。この壁を乗り越える
ためにハイヤーパワーに祈ってから行動す
ることと、仲間に助けを求めることを取り
組んで、昨日より今日をもっと良くして行
くために行動していきたいと思います。
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皆さんお久しぶりです。如何お過ごしで
しょうか？依存症のマー君です。今回、久
しぶりなので何を書いたら良いのか分から
ないです。自分は、野木の施設に来て5月6
日で20ヶ月になりました。最初のスター
トは那珂川の施設から始まりました。入寮
して1ヶ月位したらギャザリングで日光の
霧降高原のキャンプ場やその後はソフト
ボールなどありました。野木の施設に来て
セミナーやギャザリングやフットサルやソ
フトボールなどありました。1回目のセミ
ナーでSEKAI NO OWARIのRPGでし
た。今年のセミナーではMrs. GREEN
APPLEのライラックとスピッツのロビン
ソンを歌いました。自分は人前で歌うのが
苦手ですが、何とか歌いました。皆も楽し
く歌っていたので良かったです。自分は人
間関係が大嫌いでしたが今は楽しくやらし
て頂いております。でも、一時、自分の思
い込みで退寮を考えて職員と施設長に相談
したことも有りました。今になって、あの
時退寮していたら、同じ事を繰り返してい
たかもしれないし施設によっては酷い虐め
などあったかもしれません。今は、気持ち
を入れ替えて頑張っております。自分は、
昨年の8月25日からサポートからリーダー
に上がりました。リーダーになって良かっ
たのは1日が充実しています。野木の施設
には、猫の「アズ」もいるので過ごしやす
いと感じます。鍵当番の毎朝、事務所にい
くと、アズが「ニャー、ニャー」と鳴いて
ます。それが癒されます。後、仲間が季節
によって花壇に綺麗な花を植えてくれるの
で、それでも癒されます。野木の施設は本
当に過ごしやすいと思 います。時

には色々と有りますけど…。  4月26日に北
関東OSMがありました。色々と忙しいかっ
たですが、やりがいが有りました。6月には
群馬主催のソフトボール大会があり、２週
間後には、フットサルの大会が有ります。
健康的には良いと思います。以前、那珂川
の施設に茄子の畝作りに手伝いに行きまし
た。那珂川の作業をしていると懐かしく那
珂川の施設が恋しくなりました。戻れるな
ら戻りたいです(笑)野木でも、那珂川の便利
屋や茨城ダルクの農作業に手伝いに行って
ます。その点では体重が増えたり減ったり
しませんが、お腹が出るようになってしま
いました。岡本台病院の定期受診の時、先
生に相談した所、肝臓が少し悪いと言われ
ました。その他にも睡眠不足などで、躁う
つ病に近いとも言われました。依存症って
言う病気は治せないけど、生活リズムや環
境を変える事は自分で治せば改善出来ます
が実行してません。食事も基本的にカレー
やシチューなど以外は、お米を食べませ
ん。休みの時は、朝、昼は、ほとんど取ら
ず夕食のみ取ります。それでもお腹が減り
ません。こんな自分で頑張っているので皆
さんも頑張って下さい。こんな文章です
が、これからも宜しくお願い致します。そ
して、お付き合いいただきありがとうござ

いました。

2nd Stage
～回復～

2nd StageCenterは、
回復の中心を担っていま
す。
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。

「現在の自分」
依存症のまー君

9
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今月活動予定
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5月

7日　栃木県立矢板東高等学校講演

9日　家族教室　再乱用防止教育事業県央

12日　宇都宮保護観察所プログラム

13日　喜連川少年院プログラム

14日　宇都宮保護観察所プログラム

再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター

19日 再乱用防止教育事業県南

20日 岡本台病院プログラム

26日 宇都宮保護観察所プログラム

28日 宇都宮保護観察所プログラム

6月

3日　群馬DARC主催ソフトボール大会

5日　喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導


